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～くにびき地区本部の取り組み～
組合員のアクティブメンバーシップ確立に向けて取り組んでいます。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
く

に
び
き
女
性
部

（
中
島
和
子
部
長
・

7
5
8
名
）
は
4
月
10

日
、
第
24
回
通
常
総
会
を
営

農
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
今
年
度
の
活
動
計
画
や
役
員

改
選
な
ど
全
て
の
議
案
を
承
認
し
ま
し
た
。

総
会
に
は
女
性
部
員
や
Ｊ
Ａ
役
職
員
な
ど
約
1
0
0
人
が

出
席
。
冒
頭
、
中
島
部
長
が
「
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
Ｓ
ａ

ｎ
・
ｓ
ａ
ｎ
館
で
、
食
と
農
を
基
軸
と
し
た
活
動
を
中
心
に

取
り
組
ん
だ
結
果
、
3
年
連
続
で
部
員
数
が
増
え
て
い
る
。

今
年
度
も
、
活
動
を
通
じ
て
地
域
へ
貢
献
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
挨
拶
。
続
い
て
、
栗
原
令
本
部
長
は
「
持
続
可
能
な

組
織
運
営
を
目
指
し
、
※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
な
が
ら
よ
り
よ
い
女
性
部
を
目
指
し
、

力
を
合
わ
せ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

今
年
度
は
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
3
カ
年
計
画
の
初
年
度
。「
Ｊ
Ａ

女
性　

地
域
で
輝
け
50
万
パ
ワ
ー
☆
」
を
活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
、
女
性
部
支
部
の
全
支
店
設
置
と
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー

Ｓ
ａ
ｎ
・
ｓ
ａ
ｎ
館
で
の
、
食
と
農
・
地
産
地
消
運
動
の
促
進

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
役
員
改
選
も
行
わ
れ
、
中
島
部
長
、
藤
田
弓
子
副

部
長
が
再
任
。
八
束
支
部
の
曽
田
洋
子
支
部
長
が
副
部
長
に
新
任
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
、
記
念
事
業
と
し
て
教
育

評
論
家
で
画
家
で
も
あ
る
野
々
村
直
通
さ
ん
が

「
私
の
強
育
論
」
と
題
し
て
講
演
。
長
年
の
教

員
生
活
で
の
体
験
や
高
校
野
球
の
監
督
と
し

て
、
チ
ー
ム
を
甲
子
園
へ
導
い
た
経
験
を
も
と

に
「
現
状
に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
で
、

人
は
よ
り
成
長
で
き
る
」
と
熱
弁
し
ま
し
た
。

く
に
び
き
サ
ン
サ
ン
女
子
大

6
期
生
は
4
月
20
日
、「
神
々

の
国
し
ま
ね
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

め
ぐ
り
」
講
座
を
開
催
し
、
松

江
・
出
雲
市
内
の
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
を
巡
り
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
出
雲
神
話
に

ち
な
ん
だ
神
社
・
仏
閣
の
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
現
地
を
訪
れ
る
こ
と
で

「
島
根
の
魅
力
」
を
再
発
見
し
て

も
ら
お
う
と
企
画
し
た
も
の
。

当
日
は
、
学
生
や
Ｊ
Ａ
職
員
、
関
係
者
な
ど
28
名
が
参
加
。
バ
ス
に
乗

車
し
、
出
雲
大
社
や
八
重
垣
神
社
の
ほ
か
、
神
在
月
に
出
雲
に
参
集
し
た
八

百
万
の
神
が
最
後
に
立
ち
寄
る
万ま

ん
く
せ
ん
九
千
神
社
な
ど
5
箇
所
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
を
訪
ね
、
神
秘
的
な
雰
囲
気
に
ひ
た
り
ま
し
た
。
冒
頭
、
講
師
の
安
部

登
さ
ん
（
松
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究

会
）
は
「
平
成
を
平
和
に
終
え
ら

れ
た
感
謝
を
お
参
り
で
伝
え
て
ほ

し
い
」
と
挨
拶
。
そ
の
後
、
学
生

た
ち
は
、
安
部
さ
ん
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
歴
史
や

背
景
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
「
天
気
に
も
恵
ま

れ
、
新
緑
を
見
な
が
ら
の
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
た
」「
地
元
で
あ
り
な
が

ら
知
ら
な
か
っ
た
参
拝
の
仕
方
や

神
社
の
由
来
な
ど
た
く
さ
ん
の
知

識
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
県
外

の
知
人
を
案
内
し
た
い
」
と
島
根

の
魅
力
を
再
発
見
し
て
い
ま
し
た
。

【
新
役
員
（
敬
称
略
）】�

（
支
部
、
再
任
・
新
任
）

▼
部　
　
長　
　
中
島　
和
子
（
鹿
島
・
再
）　

▼
副
部
長　
　

�
藤
田　
弓
子
（
八
雲
・
再
）��

曽
田　
洋
子
（
八
束
・
新
）

「JA女性 地域で輝け50万パワー☆」
くにびき女性部総会開催

女性部の新役員

あいさつをする
中島和子部長講演する野々村さん

女性部員の加工品を買い求める部員

八重垣神社の鏡の池について説明する安部さん

会
場
で
は
、
ム
ス
イ
鍋
や
エ
ー
コ
ー
プ
酢
が
販
売
さ

れ
た
ほ
か
、
女
性
部
員
手
作
り
の
菓
子
や
加
工
食
品
な

ど
の
売
場
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
部
員
は
、
目
当
て
の

品
を
買
い
求
め
、
互
い
の
近
況
な
ど
に
つ
い
て
語
り
合

い
な
が
ら
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

※
S
D
G
ｓ
と
は
、
2
0
1
5
年
国
連
で
採
択
さ
れ

た
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る
た
め
の
17
の
目
標
で

す
。
社
会
の
問
題
を
解
決
し
、
よ
り
よ
い
未
来
を
迎

え
る
た
め
に
、
2
0
3
0
年
に
向
け
て
世
界
が
合
意

し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
世
界
の
み
ん
な
が
力
を
合

わ
せ
て
、
地
球
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
い
の
ち
の
つ
な
が

り
や
、
そ
の
恵
み
を
大
切
に
し
て
、
誰
も
が
豊
か
さ

を
感
じ
ら
れ
る
平
和
な
世
界
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
、

ビ
ジ
ョ
ン
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

JAの製茶工場で出来たおいしいお茶です。

く
に
び
き
サ
ン
サ
ン
女
子
大
学

　
神
々
の
国
し
ま
ね
の

�

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
！
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作業について説明を受ける受講生

挨拶する吉岡会長

中村塾長（下段中央）と受講生

総会の様子

く
に
び
き
新
茶

お
徳
用

（500g）

く
に
び
き
新
茶

や
ぶ
き
た

（150g）

2,000円（税込） 1,000円（税込）
キャンペーン特価

※パッケージデザインは実際とは多少異なる場合がございます。

くにびき地区本部
営農経済部 営農指導課
TEL 0852-55-3033

松江管内で生産した茶葉をJA鹿島製茶工場で加
工。今年も無添加で安全・安心なお茶が出来上
がりました。どうぞ、できたての新茶をご賞味く
ださい。

JAの製茶工場で出来たおいしい
お茶をよばれてごしない！

【受付期間】5/7～5/24
くにびき新茶 キャンペーン
JAの製茶工場で出来たおいしいお茶です。

お問い
合わせ

～くにびき地区本部の取り組み～
農業者の所得増大・農業生産の拡大に向けて取り組んでいます。

く
に
び
き
地
区
本
部
は
4
月
4
日
、

中
海
干
拓
研
修
セ
ン
タ
ー
で
「
さ
ん

ち
ょ
く
営
農
塾
」
の
開
講
式
を
行
い

ま
し
た
。

同
塾
は
今
回
で
4
期
目
と
な
り
、

農
業
に
関
心
が
あ
り
、
将
来
良
品
質

の
農
産
物
を
生
産
し
「
Ｊ
Ａ
産
直

コ
ー
ナ
ー
」
へ
の
出
荷
を
目
指
す
人

を
対
象
に
募
集
。
基
礎
知
識
と
圃
場

実
習
、
模
擬
出
荷
体
験
な
ど
の
内
容

で
、
1
年
間
か
け
研
修
し
ま
す
。

当
日
は
、
塾
生
14
名
の
う
ち
11
名

が
出
席
。
冒
頭
、
塾
長
の
中
村
隆
営

農
経
済
部
長
が
「
産
直
の
需
要
は
増

加
し
て
い
る
。
1
年
間
、
農
業
の
基

礎
か
ら
学
び
、
卒
業
後
に
は
市
内
の
産
直
を
引
っ
張
っ
て
い
く
存
在
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
挨
拶
。
続
い
て
、
塾
生
は
自
己
紹
介
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農
業
に
対
す
る

思
い
や
今
後
の
目
標
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
第
1
回
目
の
講

義
と
し
て
「
土
づ
く
り
と
連

作
障
害
対
策
」
に
つ
い
て
講

義
を
受
け
た
後
、
圃
場
に
移

動
し
「
サ
ト
イ
モ
・
シ
ョ
ウ

ガ
の
芽
だ
し
作
業
」
を
行
い

ま
し
た
。

原
万
由
美
さ
ん
（
古
志

原
）
は
「
2
年
前
に
塾
を
卒

業
し
た
夫
と
農
業
を
し
て

い
る
。
塾
で
し
っ
か
り
学

び
、
二
人
三
脚
で
が
ん
ば
り

た
い
」
と
目
標
を
語
り
ま
し

た
。

松
江
市
農
業
受
託
者
協
議

会
（
吉
岡
雅
裕
会
長
・
会
員

総
数
61
名
）
は
4
月
19
日
、

松
江
宍
道
湖
温
泉
す
い
て
ん

か
く
で
「
第
5
回
定
期
総
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

同
協
議
会
は
、
管
内
の
農

業
及
び
農
作
業
の
受
委
託
を
円
滑
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
農

用
地
の
有
効
利
用
、
担
い
手
の
育
成
確
保
を
す
す
め
、
農
業
経

営
の
安
定
向
上
と
農
業
振
興
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

総
会
に
は
、
会
員
や
J
A
役
職
員
な
ど
約
40
人
が
出
席
。
冒

頭
、
吉
岡
会
長
が
「
次
年
度
は
く
に
び
き
稲
作
協
議
会
と
の
合

併
を
視
野
に
地
域
農
業
振
興

と
品
質
向
上
を
促
進
し
て
い

き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
宮
廻
彰
夫
副

会
長
を
議
長
に
選
任
し
、

2
0
1
8
年
度
の
事
業
報

告
及
び
収
支
決
算
報
告
や

2
0
1
9
年
度
事
業
計
画
及

び
収
支
予
算
案
、
く
に
び
き

稲
作
協
議
会
と
の
合
併
に
つ

い
て
な
ど
上
程
し
た
全
議
案

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
役
員
改
選
も
行
わ
れ
、

会
長
、
副
会
長
が
再
任
と
な

り
ま
し
た
。

地
産
地
消
で
地
域
を
活
性
化
！

「
さ
ん
ち
ょ
く
営
農
塾
」
開
講

�

～
14
名
が
学
ぶ
～

農
業
経
営
の
安
定
向
上
を
目
指
す
！

松
江
市
農
業
受
託
者
協
議
会�

�
�

定
期
総
会
開
催

●
会　
長　
吉
岡　
雅
裕
（
再
）

●
副
会
長　

�

宮
廻　
彰
夫
（
再
）�

�

三
島　
　
正
（
再
）

�

（
敬
称
略
）
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事務所内掲示用ポスター 事務職 営農指導員

ECOスタイル運動実施中！
JAしまねくにびき地区本部では、環境を守る活動の一環として、
「ECOスタイル運動」に取り組ん
でいます。みなさまのご理解、ご
協力をよろしくお願いします。

運動期間　令和元年 5 /１㈬～10/31㈭

「ECOスタイル運動」とは、ノーネク
タイ・軽装をすすめ、エアコンの設定
温度を上げることで電力消費量を抑
え、二酸化炭素排出および電力資源使
用量削減をはかる省エネ活動です。

～くにびき地区本部の取り組み～
地域活性化に向けた地域貢献活動に取り組んでいます。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
く
に
び
き
青
年
連
盟

（
野
津
喜
洋
委
員
長
）
の
作
っ
た
イ
チ
ゴ

「
紅
ほ
っ
ぺ
」
が
4
月
18
日
、
島
根
大
学

教
育
学
部
附
属
義
務
教
育
学
校
前
期
過

程
の
給
食
に
登
場
。
栽
培
し
た
野
津
委

員
長
も
招
か
れ
、
3
年
生
59
人
と
一
緒

に
給
食
の
時
間
を
楽
し
み
ま
し
た
。

同
連
盟
は
「
地
産
地
消
の
教
育
を
進

め
た
い
」
と
い
う
同
校
か
ら
の
要
望
を

受
け
、
盟
友
が
生
産
し
た
タ
マ
ネ
ギ
や

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
青
ネ
ギ
な
ど
を
旬
の
時

期
に
学
校
給
食
の
食
材
と
し
て
納
め
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
野
津
委
員
長
が
児
童
の
前
で
、
イ
チ
ゴ
の
収
穫
方
法
や
栽

培
に
お
け
る
苦
労
話
、
お
い
し
い
イ
チ
ゴ
の
食
べ
方
な
ど
を
説
明
。
児

童
た
ち
か
ら
の
「
い
ち
ご
の
お
い
し
い
食
べ
方
は
」
と
い
う
質
問
に
、
野

津
委
員
長
は
「
ヘ
タ
の
ほ
う
か
ら
食
べ
る
と
甘
く
感
じ
ら
れ
る
よ
」
と

丁
寧
に
答
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
給
食
が
始
ま
る
と
、
児
童
た
ち
は
、

大
き
く
て
真
っ
赤
な
イ
チ
ゴ
を
口
い
っ
ぱ
い
に
ほ
お
ば
り
、
そ
の
お
い
し

さ
に
笑
顔
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

石
田
蒼
さ
ん
（
8
）

は
「
甘
く
て
お
い

し
か
っ
た
し
、
大
き

く
て
食
べ
ご
た
え
が

あ
っ
た
」
と
笑
顔
で

舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま

し
た
。

最
後
に
野
津
委
員

長
は
「
農
家
の
人
が

大
事
に
育
て
た
も
の

は
、
残
さ
ず
食
べ
て

ね
」
と
呼
び
掛
け
ま

し
た
。

く
に
び
き
地
区
本
部

は
4
月
3
日
、
福
祉
施

設
「
サ
ン
・
エ
ー
ル
た

ま
ゆ
」
で
、
施
設
利
用

者
に
地
元
の
旬
な
味
を

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と

近
隣
の
農
家
組
合
員
か

ら
寄
贈
さ
れ
た
食
材
を

使
用
し
た
ほ
う
と
う
鍋

を
振
る
舞
い
ま
し
た
。

こ
の
日
振
る
舞
わ
れ
た

ほ
う
と
う
鍋
に
は
、
忌

部
町
の
松
浦
久
義
地
区
本
部
運
営
委
員
の
お
米
（
き
ぬ
む
す
め
）
で
作
っ

た
ほ
う
と
う
や
、
玉
湯
町
の
上
大
谷
農
産
加
工
場
（
石
川
咲
子
代
表
）
で

加
工
し
た
味
噌
の
他
、
地
元
産
の
野
菜
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

利
用
者
は
「
優
し
い
味
の
味
噌
で
お
い
し
か
っ
た
」「
ほ
う
と
う
は

食
べ
応
え
が
あ
っ
た
」
と
笑
顔
で
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

福
祉
課
の
職
員
は
「
今
後
も
地
元
の
旬
な
食
材
を
使
用
し
、
利
用
者

の
健
康
を
食
で
も
サ
ポ
ー
ト

し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

学
校
給
食
に
紅
ほ
っ
ぺ
が
登
場
！

�

青
年
連
盟
が
地
産
地
消
推
進

地
元
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
！

サ
ン
・
エ
ー
ル
た
ま
ゆ
で

�

ほ
う
と
う
鍋
振
る
舞
う

イチゴを手に笑顔の児童

イチゴの授業風景

食材を寄贈した松浦さん（左）と石川さん（右）

振る舞われたほうとう鍋

舌鼓を打つ利用者
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松江に伝わる郷土料理を次代へ伝承していくため各地区のメニューを季節ごとに紹介します。

切り干し大根の煮物

今月の
料理人

島根支部
石橋真理子 さん（左）
団野　紀江 さん（右）

大根を天日干しして作られた切り干し大根。乾燥させることで
大根の栄養や旨みが増し、独特の香りと歯ごたえが生まれます。
今回は島根町大芦産の切り干し大根を使用してシンプルな煮

物を紹介します。優しい味なので朝食にも、あと一品欲しい時に
もおすすめです。

切り干し大根のような乾物を煮るとき、戻した後
しっかり炒めてから煮ると、乾物特有の臭いを和ら
げることが出来ます。インゲンを添えると彩り良く仕
上がりますよ。

①�ボウルに切り干し大根、水を入れて20分程度もどす。水か
ら上げ、切り干し大根ともどした汁を分ける。
②�ニンジンは千切り、さつま揚
げは短冊切りにする。イン
ゲンは10分程度塩茹でして
から、細切りにする。
③�鍋にサラダ油を入れ、①の
切り干し大根を加えて、中
火で2分程炒める。ニンジ
ン・さつま揚げを加えて軽く
炒める。
④�①の戻し汁を加えて、Aを
加える。落とし蓋をして強
火にする。沸騰したら中火
にして15分程度煮る。
⑤�器に盛り付けて、インゲン
を添えて完成。

【作り方】

【材　料】（4人分）
切り干し大根（乾燥）……60g� 水……………800ml
ニンジン……………………100g� インゲン……5本
さつま揚げ…………………1枚

サラダ油……………………大さじ1

薄口醤油………………大さじ4
砂糖……………………大さじ3
みりん…………………大さじ2
顆粒和風だしの素……小さじ2

A

6月のメニュー　夏野菜食べつくしレシピ
★夏野菜と豚肉のからし酢味噌和え　★ちょこっとそうめん
★さざえご飯　★いちごゼリー
� 　（メニューは都合により変更させていただくことがあります）

募集人数　30名程度
組合員、利用者、松江市民の方を対象に募集します。（男女を問いません）
参加費　1,000円（当日現金にて申し受けます）

準備品　エプロン・三角巾・マスク・筆記用具など

申込締切　2019年6月14日（金）
お申込み/お問い合わせは
①住所②氏名③電話番号をご記入の上、ハガキまたはFAX、
Ｅメールでお申込みください。
〒690-0823��松江市西川津町1635-1
くにびき地区本部企画総務部ふれあい課・サンサン料理教室係
TEL：（0852）55-3018　FAX：（0852）32-6870
E-mail：community-affairs.kun@ja-shimane.gr.jp

サン　サン
料理教室

旬の野菜を食べて夏バテを乗り切りましょう！
女性部が講師となり、コツを教えます。
組合員、利用者、松江市民を対象に
参加者を募集します。（男性大歓迎！）

2019年6月25日（火） 10：00～13：00
※定刻になり次第開始しますので、時間に余裕をもってお出かけください。

くにびき地区本部
San・san館
松江市西川津町1635-2

日
時

場
所

参加者
募集 !

①

④
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古江支店

川津支店

島根支店

美保関支店

八束支店

八雲支店

LA

共済普及係　
佐伯　崇人 

乃木・宍道・玉湯地区　
推進支援課長
小村　晃史

FA

信用渉外係
菊地　雅也

信用渉外係
福井　建志

信用渉外係支店長補佐　
梶谷　朋之

信用渉外係長
福島　洋介

信用渉外係長
山崎　文雄

LA

共済普及係　
森岡　　梓

古江・法吉・鹿島地区　
推進支援課長
勝部　秀一

FA

信用渉外係支店長補佐
長廻貴代美

LA

共済普及係
梅木　　竜

LA

共済普及係
小豆澤　恒

LA

共済普及係
來海　　歩

LA

共済普及係
岩成　周平

LA

共済普及係
奥原　裕之

信用渉外係
田邊　真輝

LA

共済普及係
石原　敬之

LA

共済普及係　
吉山　由美

川津・島根・八束・美保関地区
推進支援課長
長谷川　幹

LA

共済普及係　
安部　敬祐

LA

共済普及係
西村　由理

LA

共済普及係
米村　優人

LA

共済普及係
吉岡　　亘

LA

共済普及係長
田中　洋子

LA

共済普及係
加藤　泉樹

信用渉外係長
梶野　綾子

LA

共済普及係長
堀江　寿美

LA

共済普及係
石原　隆弘

津田・東出雲・八雲地区
推進支援課長
青砥　伸吾

LA

共済普及係　
永島　健汰

FA

FA

FA

FA

FA

FA

推進支援課長

貯金、 年金、ローンのご相談はわたしたちに
身近な信用渉外スマイル

　私たちＦＡ（ファイナンシャルアドバイザー）は、貯金はもちろん、ローンなどさ
まざまな商品をとおし、地域の皆様のくらしを支えるパートナーとして、ご相談、
アドバイスさせていただきます。

FA
ファイナンシャル
アドバイザー

くにびき
地区本部
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法吉支店

宍道支店

乃木支店

玉湯支店

鹿島支店

東出雲支店

津田支店

信用渉外係
園山　由香

LA

共済普及係
野津　武司

信用渉外係長
荒川　智子

LA

共済普及係
青木　倫子

信用渉外係
隠岐　史也

信用渉外係
伊東友里恵

LA

共済普及係
岩本　祐介

LA

共済普及係
槇野　　亘

LA

共済普及係
山本　亮介

LA

共済普及係
寺本　篤史

LA

共済普及係
真野　大洋

LA

共済普及係
三島　利香

信用渉外係支店長補佐　
松尾　温子

LA

共済普及係長
笹山　彩子

LA

共済普及係
栂　　圭佑

LA

共済普及係
山口　　諒

LA

共済普及係
吉野　絵里

LA

共済普及係
安部　美佐

LA

共済普及係 
持田ひかり

信用渉外係長
川谷　浩美

信用渉外係
奥村明日香

LA

共済普及係
金築　萌子

LA

共済普及係
根本　歩美

LA

共済普及係
坪倉　直紀

信用渉外係
藤原　真優

LA

共済普及係
渡辺　美子

LA

共済普及係支店長補佐
門脇　　誠

LA

共済普及係
小畑　直也

LA

共済普及係
土江　修平

LA

共済普及係 
伊藤　　茜

FA

FA FA FA

FAFA FA

FA

2019 ＪＡ共済くにびき地区本部ライフアドバイザー

「感謝」の気持ちを込めて
地域の絆をつなぐしあわせネットワーク
あなたの地域のライフアドバイザーが伺います。

LA
ライフ
アドバイザー
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くにびき地区本部 新入職員紹介
①出身地区
②趣味･特技

（平成31年4月1日付）☆ＪＡしまねくにびき地区本部の新しい顔！新入職員をよろしくお願いします。

多
々
納
朋
佳

飯
塚
　
貴
之

福
田
　
海
晴

佐
々
木
修
世

伊
藤
　
　
彩

山
下
　
雄
剛

松
本
　
夏
美

小
笹
那
々
子

村
上
　
　
凌

前
川
　
七
海

高
橋
　
り
こ

伊
藤
　
大
輝

①比津が丘
②ドライブ
③感謝
④�何事にも一生懸命がん
ばります。

①八束町
②アウトドア、旅行
③�何かあっても死ぬこと意
外かすり傷
④�話すことが大好きなので
たくさん話して信頼関係
を築いていきたいです。

①山代町
②�キャンプ、サイクリング、
サッカー
③平常心
④�サッカーで培ったコミュニ
ケーション能力と協調性
を活かしてがんばります。

①宍道町
②ライブに行くこと
③何とかなる
④�毎日朝から笑顔で働ける
ようがんばります。

①東出雲町　②サッカー
③�ゆっくりでも止まらなけれ
ばけっこう進む
④�何事にも果敢に挑戦して
いく「チャレンジャー精神」
を持ってがんばりますの
でよろしくお願いします。

①西川津町
②�バレーボール、動画鑑賞
③なんとかなる
④�大学でよさこいを通して
地域の方とふれあってき
ました。これからよろしく
お願いします。

①雑賀町
②�犬の世話、歌をうたうこ
と
③ありがとう
④�松江農林高校出身なの
で農業について話すこと
が楽しみです。

①古志原
②バスケットボール
③食
④�好きなことは動物園、
水族館に行くことです。
ひとつひとつ一生懸命
仕事に取り組みます。

①隠岐の島町
②Perfumeを聴くこと
③継続は力なり
④�新人らしく明るく元気に
がんばります。

①浜乃木
②�サッカー観戦、簡単な
料理を作ること
③向上心
④�継続し、協調性を持って
何事にも取り組みますの
でよろしくお願いします。

①玉湯町
②サッカー
③感謝
④�常に全力でがんばりま
す。

①学園
②映画鑑賞
③�人事を尽くして天命を待
つ
④�毎日笑顔で明るく元気に
がんばります。

米穀畜産課　米穀畜産係

津田支店　業務係

米穀畜産課　米穀畜産係

鹿島支店　業務係

営農指導課　営農指導係

東出雲支店　業務係

金融課　金融業務係

八雲支店　業務係

川津支店　業務係

宍道支店　業務係

古江支店　業務係

玉湯支店　業務係

③好きな言葉
④自己ＰＲ

JA共済は、感謝の気持ちをお伝えするとともに
皆さまのお役に立ちたいと考え
3Q訪問活動を実施しています。

わたしにもできる「おもてなし」

〈参加対象〉

国宝松江城周辺の公民館とJR松江駅を
出発地点として、松江城馬溜を目指して
ウォーキング清掃活動を行い
ます。馬溜到着後は、楽しい
イベントで交流を深めます。
多数の皆さまのご参加をお待
ちしています。

小雨決行・荒天中止

①�城東・城西・城北・朝日・雑賀・
白潟・法吉の各公民館

②�JR松江駅北口観光案内所前

・市民憲章唱和・ラジオ体操、コーラス、
お楽しみ抽選会　・終了後解散

【集合場所】

TEL：0852-27-8388

※各公民館の指定する場所からの出発もあります。

7時20分までに、各集合場所へ集合
7時30分 出発⇒⇒⇒各ルートで清掃活動

※ お問い合わせ・お申し込みは5月24日まで
に、各公民館、ボランティアセンターへ

市民のみなさま（小中学生、幼児含む）

〈日　時〉

7：30～9：30
令和元年 月 日㈯6 8

松江城・街
美化ウォーク
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※各相談とも無料で
　お受けしています。6

6月12日㈬・13日㈭6月 ふれあい訪問日

○くにびき地区本部金融共済部ローン営業センターで
は、土曜日（10：00～15：00）に休日住宅ロー
ン相談を実施しています。要予約。

※6月の土曜営業日は8日・22日・29日です。
◆お問い合わせは
　  0120-988-380

日 曜日 相談会内容 場所・時間
6 木 税務相談会 川 津 支 店（TEL：23-2424）10：00～12：00
7 金 税務相談会 古 江 支 店（TEL：36-8157）10：00～12：00
※税務相談会のご予約は、開催日2日前までにお願いします。予約先：開催会場となる支店・店

お問い合わせは
くにびき地区本部
企画総務部ふれあい課
〒690-0823 松江市西川津町1635-1
TEL:0852-55-3018

【支援対象期間】
Ⅰ．については限定しませんが、継続的
に取り組んでいることを条件とします。
Ⅱ．は、2019年３月～2020年2月末
までに実施の活動を支援します。

【注意事項】
①申請書を受理後、厳正な審査を

行い支援可能か判断します。
②審査終了後、審査結果を通知い

たします。
【応募締切】 2019年７月31日（水）

必着

【支援内容】 【支援対象者】
Ⅰ．地域活性化に取り組む

グループ・団体活動表彰
◆表彰主旨　地域活性化に係る各種

活動、環境保全活動等を行うグルー
プ・団体等を表彰して功績を称えます。

◆支 援 額　１団体上限20万円
◆募 集 数　２団体

Ⅱ．地域活性化活動支援
◆支援主旨　地域活性化に資する活

動を普及、維持・拡大または開始する
ための資金支援を行います。

◆支 援 額　活性化等に係る活動費
用（飲食を除く）の２分の1。但し
１団体上限10万円。※国・地方公
共団体の補助事業等を受けた活動

（事業）を除く。
◆事業予算　59万円（※当該予算額内での支援）

ＪＡしまねくにびき地区本部の組合員・松江市民が
構成員であるグループ・団体・非営利法人（農事組
合法人、特定非営利活動法人に限る）。
ただし、以下は除きます。
〈支援内容Ⅰ・Ⅱ共通〉自治会や過去に当該の表彰
を受賞または活動経費の支援を受けた団体等

〈支援内容Ⅰのみ〉活動歴が５年未満
〈支援内容Ⅱのみ〉氏子会、護寺会それらに
類する保存会・団体等

ＪＡしまねでは「地域貢献・地域活性化事業支援金」を創設し、地域貢献・
地域活性化に取り組むグループ・団体等の多様な取り組みを表彰・支援し、『地
域力』の向上に努めています。下記内容をご確認の上、ご活用していただきますようご案内します。

地域貢献・地域活性化に取り組むグループ・団体の皆さまへ
「功績表彰」「活動支援」希望グループ・団体

【申込手順】
① 希望する支援の申請書をＪＡしまねのホームページま

たは各支店の窓口にて入手ください。
② 必要箇所をご記入し、代表者が捺印ください。
③ お近くのＪＡしまねくにびき地区本部各支店窓口または

企画総務部ふれあい課へ持参・郵送にて応募ください。

募集中！

自動車センター　TEL：55-3077
お問い合わせ先は

今月の特選車
スバル サンバートラック ＴＣ

※ すでに売約済みの場
合はご容赦下さい。

〔年　式〕平成24年式
〔走　行〕55,900㎞
〔車体色〕�白　�5MT�4WD
〔車　検〕受渡し
〔装　備〕AC�PS�PW�CDチューナー

〔車両本体価格〕
��720,000円（税込）
�（諸費用別途）
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